
・会社名 寿建設株式会社（建築設計事務所）      

   外壁塗装・トイレのリフォーム・お風呂のリフォーム 

  屋根の吹き替え、修理・白蟻消毒（害虫駆除）・水道工事 

  下水道工事・外構工事（ブロック積み、エクステリア） 

   

 その他、あらゆる住宅の悩みを解決します！！ 

     本社 大阪府松原市西大塚1-8-3７   

            http://www.kotbuki-kk.net         

     

 

お電話は         
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編集後記 
去年の台風21号の時、私は倉庫（大型冷蔵庫）の上（折半屋根の下）にいました。

「テレビでいつも大げさに言ってるが今回も大した事ないだろう」と甘く見てい

た。が昼過ぎから猛烈な風となり危うく吹き飛ばされそうになった。所有者さんが

雨漏りがするというのでシートで養生していた時のことです。八尾の山際で 

普段から風の強い場所なのですが生きた心地がしなかったですね。２０２０年のオ

リンピックも丁度台風シーズンと重なるので大丈夫かなと思います。 

  近況報告としては、１２月２0日に１級建築士製図試験の発表があり、無事 

合格することが出来ました。登録をすませば２月ぐらいからは１級建築士として 

業務することができます。（２級建築士事務所を変更）当年の課題はプールのある

スポーツ施設でした。やはりオリンピックを見据えたバリアフリーや健康への 

国民の関心が高まっていることを反映してると感じました。１級建築士は設計する

建物の制限がないので住宅だけでなく、色んな建物に興味を持って依頼があれば挑

戦して喜んでもらえる建物を設計したいと思っています。 

５０代のひよっこですがよろしくお願いします。        阪本 秀夫 

 

実際はもうちょっと老けてま

す。横は娘の写真（こすもと

きららです。） 

発行者 072-339-1333                  

寿建設式会社 編集部 

月刊 手作り情報誌     2019年２月号  
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        屋根修理の注意点 
 町を走っているとまだまだ去年の台風二十一号の爪痕がまだ残っている事がわか

る。ブルーシートで覆っていたり、波板屋根が吹き飛んで、無い家などチラホラ。 

 特に海沿いの南大阪地区そして淀川に近い地域は顕著である。中でも高槻市は地

震の被害も重なるため特にブルーシートが目立っている。 

 屋根は雨漏りや直射日光から家屋を守る大事なところである為、他の工事に優先

してまず一番先に直したい所だが安易に修理する前に何点か注意しなければならな

いところをまとめてみた。 

①
有
資
格
者
も
し
く
は 

 

屋
根
工
事
に
関
し
て 

 

経
験
が
豊
富
か
。 

屋
根
を
修
理
す
る
場
合 

ま
ず
状
況
を
確
認
す
る
為

に
屋
根
に
上
っ
て
目
視
し

て
点
検
す
る
必
要
が
あ

る
。
近
年
で
は
ド
ロ
ー
ン

を
使
用
し
て
カ
メ
ラ
で
動

画
撮
影
と
い
う
方
法
も 

あ
る
よ
う
だ
が
ま
だ
ま
だ

一
般
的
で
は
な
い
。 

 
大
屋
根
に
上
る
事
は 

危
険
で
あ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
屋
根
材
を
逆
に
痛

め
て
し
ま
う
事
も
あ
る
為 

点
検
者
は
知
識
経
験
が
豊

富
な
有
資
格
者
で
あ
る
こ

と
が
大
前
提
と
な
る
。 

建
築
士
が
一
番
望
ま
し
い

が
、
屋
根
診
断
士
（
任
意

団
体
）
、
そ
の
他
、
屋
根

工
事
会
社
と
し
て
実
績
の

あ
る
会
社
の
人
（
確
か
め

る
の
が
難
し
い
） 

②
修
理
の
目
的
を
は
っ
き

り
さ
せ
る 

 

「
と
り
あ
え
ず
雨
漏
り

を
無
く
し
た
い
」「
同
じ

よ
う
な
台
風
が
来
た
と
き

に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
い
」
「
こ
の
際
、
あ
と

２
０
年
位
は
手
を
加
え
な

く
て
も
い
い
よ
う
に
し
た

い
」
目
的
に
よ
っ
て
修
理

方
法
や
見
積
り
も
全
然
違

う
事
に
な
る
の
で 

ハ
ッ
キ
リ
と
点
検
者
に
伝

え
る
事
。 

③
見
積
り
を
確
認
す
る
場

合
、
図
面
を
添
付
そ
し
て

箇
所
毎
の
写
真
も
添
付
さ

せ
る
。 

屋
根
は
一
般
人
は
中
々 

確
認
で
き
な
い
為
、
い
く

ら
信
用
で
き
る
業
者
と
し

て
も
、
複
数
人
で
後
日
で

も
確
認
で
き
る
よ
う
、
屋

根
図
面
を
業
者
に
提
出
さ

せ
、
箇
所
毎
の
写
真
も
添 

付
し
て
も
ら
う
よ
う
に
す

れ
ば
後
々
の
証
拠
と
も
な

る
。
工
事
前
、
工
事
後
の 

写
真
は
当
然
必
要
。
逆
に 

言
え
ば
、
図
面
、
写
真
を 

提
出
し
な
い
業
者
に
は 

お
引
き
取
り
願
う
方
が
よ

い
。 

④
火
災
保
険
を
使
用
す
る

場
合
の
注
意
点 

ほ
と
ん
ど
の
保
険
会
社 

で
風
水
害
に
よ
る
火
災
保

険
は
適
用
で
き
る
が
保
険

会
社
と
し
て
も
写
真
と
見

積
書
だ
け
で
は 

価
格
、

及
び
こ
の
工
事
が
本
当
に

必
要
で
あ
り
、
今
回
の
災

害
で
被
害
に
あ
っ
た
も
の

な
の
か
ど
う
か
を
見
極
め

る
の
が
難
し
い
。 

そ
こ
で
①
の
有
資
格
者
に 

所
見
を
付
け
て
も
ら
い
、

保
険
適
用
が
理
に
か
な
っ

て
る
か
ど
う
か
を
説
明
し

て
も
ら
う
。 
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「
傾
斜
地
に
ベ
タ
基
礎
」
は

天
災
か
人
災
か 

ご
覧
の
建
物
は
、
２
０
１
１ 

年
の
東
日
本
大
震
災
で
傾
い

た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
写
真
。 

以
前
に
も
取
り
上
げ
た
が
、 

杭
基
礎
で
は
な
く
べ
た
基
礎

に
し
た
為
に
傾
き
、
１
２
億

円
余
り
の
訴
訟
と
な
っ
た
。

そ
の
後
の
詳
細
は
不
明
で
あ

る
。
日
経
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ

ア
と
い
う
専
門
誌
に
掲
載
さ

れ
て
い
た
。 

近
年
の
１
級
建
築
士
の
国
家

試
験
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た 

「
斜
面
地
」
、「
べ
た
基
礎
」 

は
２
０
０
０
㎡
、
３
階
建
て

程
度
で
は
問
題
な
い
は
ず
。 

だ
が
こ
の
建
物
は
、
斜
面
地

の
８
階
建
て
、
事
前
調
査
で

地
下
水
無
し
と
判
断
さ
れ
た

が
実
際
に
は
地
下
水
が
あ
っ

た
。
最
新
の
試
験
で
も
「
地

下
水
位
」
は
問
題
提
起
さ
れ

た
。
近
隣
の
杭
基
礎
の
マ
ン

シ
ョ
ン
は
無
事
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
建
設
会
社
の
判
断
が

誤
り
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が

住
民
側
の
主
張
。 

 

杭
基
礎
の
問
題
は
そ
の
後

の
横
浜
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も

全
面
建
て
替
え
ま
で
発
展
し

た
。
支
持
層
に
杭
が
届
い
て

な
か
っ
た
事
が
原
因
だ
。 

 

こ
の
傾
い
た
建
物
の
現
実 

を
見
る
と
、
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
で
、
地
盤
や
杭
基
礎

の
検
討
は
、
建
築
主
、
設
計

者
に
と
っ
て
最
重
要
な
項
目 

で
あ
る
事
が
わ
か
る
。 

ラ
バ
ー
ロ
ッ
ク
（
瓦
止
め
）
と
は 

 

ラ
バ
ー
ロ
ッ
ク
と
は
外
装
用
シ
ー

リ
ン
グ
材
で
瓦
同
士
を
接
着
す
る
工

法
を
言
い
ま
す
。 

 

施
工
方
法
に
よ
っ
て
は
瓦
屋
根
の

通
風
が
な
く
な
り
屋
根
下
地
材 

等
が
湿
気
で
腐
食
を
促
進
し
て
し
ま

う
と
い
う
事
が
あ
り
ま
す
。 

 

左
図
の
よ
う
に
空
気
の
逃
げ
場 

を
を
つ
く
り
棟
瓦
は
排
水
も
で
き
る

よ
う
に
施
工
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。 

ま
た
シ
ー
リ
ン
グ
材
は
耐
用
年
数
の

長
い
も
の
で
も
１
０
年
位
で
日
射
や

風
雨
の
影
響
で
劣
化
し
て
く
る
こ
と

も
事
実
で
す
。
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
は
必
要
で
し
ょ
う
。 

 
瓦
屋
根
も
３
０
年
以
上
の

年
数
を
経
る
と
劣
化
し
、
去

年
の
台
風
で
は
古
い
瓦
屋
根 

ほ
ど
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
箇
所

が
多
か
っ
た
。
出
来
れ
ば
軽

量
瓦
へ
の
葺
き
替
え
が
最
良

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、 

大
き
な
負
担
と
な
る
た
め 

一
服
す
る
人
も
多
い
の
で

す
。
ま
た
瓦
も
様
々
な
種
類

が
あ
り
、
廃
盤
と
な
っ
て
製

造
し
て
い
な
い
場
合
は
差
し

替
え
が
出
来
な
い
為
、
現
場

で
の
修
復
と
な
り
ま
す
。 

 

瓦
屋
根
の
補
修
、
修
復
に

使
用
す
る
材
料
と
言
え
ば 

屋
根
土
、
樹
脂
モ
ル
タ
ル
、

漆
喰
、
シ
ー
リ
ン
グ
、
ラ

バ
ー
ロ
ッ
ク
（
瓦
止
め
）
が

あ
り
ま
す
が
、
ラ
バ
ー
ロ
ッ

ク
は
瓦
を
接
着
し
て
固
定
す

る
も
の
で
あ
り
、 

シ
ー
リ
ン
グ
は
漏
水
箇
所
等

の
防
水
を
目
的
と
し
ま
す
。 

 

い
ず
れ
に
し
ろ
熟
練
し
た

職
人
に
よ
る
施
工
が
求
め
ら

れ
る
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。 
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ソーセージゴーヤチャンプルー 材料（２人分）  

ウインナーソーセージ  ６本 玉ねぎ        1/2個 

卵           １個 紅ショウガ    大さじ1/２ 

厚揚げ   1/2枚（100ｇ）     塩、サラダ油、酒、こしょう 

ゴーヤー    1/2本  

1.ゴーヤーは縦半分

に切り３㎜幅に切

る。塩小さじ1/2を

振って混ぜ、約６分

おきよく洗って水け

をきる。玉ねぎは縦

１㎝幅に切る。ソー

セージは斜め半分に

切る。厚揚げは縦半

分に切って横３等分

に切る。卵は解きほ

ぐす。 

2. フライパンに油

1/2を熱してソー

セージ、厚揚げを入

れ、ソーセージは炒

め、厚揚げは焼きつ

ける。厚揚げに焼き

色が着いたら上下を

返し、１のゴーヤー

と玉ねぎを加えて

２，３分炒め合わせ

る。 

3.野菜がしんなりし

たら酒大さじ１を振

りいれ。塩小さじ

1/3、こしょう少々

で調味する。溶き卵 

を回しいれ、半熟状

になるまで混ぜなが

ら炒め、仕上げに紅

ショウガを加えて

さっと混ぜる。 

加納龍也（１９歳） 

若いですが中学卒業後

３年以上経験し、職人

として一本立ちまであ

と一息です。 

仕事はまじめです。 

車の免許を早く取りた

い！ 

現場風景 時節柄、屋根の仕事が多いです。下の写真は屋根の葺き替えですが勾配が大きい

為に屋根にも落下防止の足場をかけています。 

 新元号は「和平」「安久」予想合戦白熱！ 
インターネット上では新元号の予想合戦が白熱している。昭和から平

成では、国民の関心事は「天皇の御容体」で新元号を予想するのは

「天皇崩御を見越した不敬な行為」とされ、秘密裏に政府や報道機関

が議論していた程度だった。今回は譲位によりタブー視されにくく

なった。 

  元号は「大化」から「平成」まで247を数えるが、「永」「和」

「安」「天」「元」など、繰り返し使われている漢字が多いとの理由か

ら有力候補を絞り込むなど、盛んな議論がなされている。 

  平成が終わるまで、残すところ１ヵ月となる１９年４月１日午後

０時、発表される「次の元号はーー」 


